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「
男
女
」
が
共
に
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
に
参
画
し
、
共
に
協
力
す

る
こ
と
で
す
。「
男
は
外
で
仕
事
、

女
は
家
庭
で
家
事
・
子
育
て
」
と
い

う
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

意
識
を
な
く
し
、
人
権
が
真
に
尊
重

さ
れ
る
、
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に

と
っ
て
も
生
き
や
す
い
豊
か
な
活
力

あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
10
月
を
「
男
女
共
同

参
画
推
進
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
個
人
だ
け
で
な
く
各
企

業
や
団
体
な
ど
で
も
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
、
男
女
問
わ
ず
誰
も

が
輝
け
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画
フォーラム

　山口県では、社会全体で男女共同参画を推進
する機運の醸成を図るため、ワークライフバラ
ンス実現に向けた自主的な活動に取り組んでい
る事業者や団体などを「やまぐち男女共同参画
推進事業者」として認証し、その活動を支援し
ています。
　現在、市内には 20 事業者が認証されていま
す。また、女性労働者の活躍に向け、積極的に
取り組むことを宣言する事業所を「やまぐち女
性の活躍推進事業者宣言制度」により応援しま
す。
※詳しくは山口県ホームページをご覧ください。
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
cms/a12800/support/top.html
■問い合わせ
　山口県男女共同参画推進課
　TEL：083-933-2630

　男女共同参画の取組を知り、考える機会を提供
するため、フォーラムを開催します。
■日時　10/27（土）10：00 ～ 15：10
■場所　山口県婦人教育文化会館
　　　  （山口市湯田温泉５丁目１－１）
■内容　・分科会（３科に分かれて行います）
　　　　　①地域における女性の活躍
　　　　　②ワークライフバランスで
　　　　　　男女（とも）に幸せの好循環！
　　　　　③目指そうよ　DVのない社会
　　　　・講演「同じやるなら全力で～ライフワー
　　　　　クバランスの取り方～」　
　　　　  講師：岡本安代氏（フリーアナウンサー）
■入場料　無料
■申し込み・問い合わせ
　男女共同参画フォーラム実行委員会事務局
　TEL 083-933-2630　FAX 083-933-2639　
　MAIL：a12800@pref.yamaguchi.lg.jp

参加者
募 集

やまぐち男女共同
参画推進事業者

事業者
募 集

仕事と家庭生活・地域活動の調和に関する理想と現実
長門市男女共同参画意識調査（平成 27 年）

「仕事」に専念

「仕事」を優先

同じように両立

「家庭生活・地域活動」を優先

「家庭生活・地域活動」に専念

わからない

無回答
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理想

現実

プライベートでのスキル向上

心身のリフレッシュ

余裕ある育児・介護

多様な生き方

生産性の向上

所定外労働の減少

人件費の削減

社員のモチベーションアップ

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　

働
く
す
べ
て
の
人
が
「
仕
事
」
と
、

育
児
や
介
護
、
趣
味
や
学
習
、
休
養
、

地
域
活
動
と
い
っ
た
「
仕
事
以
外
の

生
活
」
と
の
調
和
を
と
り
、
そ
の
両

方
を
充
実
さ
せ
る
働
き
方
・
生
き
方

の
こ
と
で
す
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
生
活
の
充
実
に
よ
っ

て
仕
事
の
効
率
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
向
上
し
、
短
時
間
で
仕
事
の
成
果

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

と
は

仕
ワ ー ク

事・生
ラ イ フ

活・調
バ ラ ン ス

和を大切に

10月は男女共同参画推進月間

■市民活動推進課活動推進係　℡ 23-1172

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
取
組
が
不

可
欠
で
す
。

　

平
成
29
年
３
月
に
や
ま
ぐ
ち
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
者
に
登
録
さ

れ
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指

す
公
益
財
団
法
人
長
門
市
文
化
振
興

財
団
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

長
門
市
文
化
振
興
財
団
で
は
現

在
、
常
勤
職
員
８
人
の
う
ち
女
性
が

６
人
勤
務
し
て
い
ま
す
。

■
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
に

　

半
日
単
位
で
の
休
暇
の
取
得
が
可

能
な
こ
と
や
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
の
活
用
に
よ
り
、
個
別
の
要
望
に

公
益
財
団
法
人

長
門
市
文
化
振
興
財
団
の
取
組

実
践
企
業
の
取
組
事
例
紹
介

応
じ
た
柔
軟
な
勤
務
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
職
場
全
体
が
和
や
か
な
雰

囲
気
で
、
職
員
が
気
兼
ね
な
く
休
暇

を
取
得
で
き
て
い
ま
す
。

■
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を

　

結
婚
後
も
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
す
観

点
か
ら
、
婚
姻
後
の
旧
姓
使
用
を
可

能
と
す
る
ほ
か
、
非
正
規
か
ら
正
規

職
員
へ
の
登
用
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め

の
業
務
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
研

修
会
へ
の
参
加
を
支
援
し
、
職
員
の

能
力
・
意
識
の
向
上
を
図
り
、
働
き

や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を

目
指
し
て
い
ま
す
。　

■
制
度
を
活
か
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

　
バ
ラ
ン
ス

　
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
利
用

し
て
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
い
ま
す
。
時
間
を
有
意
義
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
長

門
市
文
化
振
興
財
団
に
勤
務
す
る
河

野
希
美
代
さ
ん
。

　

ま
た
、
同
財
団
の
上
田
富
夫
事
務

局
長
は
「
男
性
も
女
性
も
共
に
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。
職
場
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
仕
事
も
効
率
的
に
な
り
、

業
務
の
方
に
も
良
い
影
響
が
出
て
い

ま
す
」
と
手
応
え
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組

む
こ
と
で
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

■
個
人
の
メ
リ
ッ
ト

 

・
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン

　

ス
が
取
れ
、心
身
の
健
康
が
保
持
、

　

増
進
さ
れ
る

 

・
地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
充
実

　

し
た
生
活
を
実
現

 

・
仕
事
の
効
率
、満
足
度
、モ
チ
ベ
ー

　

シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ

■
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

 

・
優
秀
な
人
材
の
確
保

 

・
従
業
員
の
定
着（
離
職
率
の
低
下
）

 

・
業
務
の
効
率
化
、
経
営
コ
ス
ト
の

　

削
減

 

・
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
、
評
価
の
向
上

　

に
つ
な
が
る

▲働きやすい環境づくりに取り組む

▲キャリアアップのための支援も

　

平
成
27
年
に
実
施
し
た
長
門
市
男

女
共
同
参
画
意
識
調
査
（
下
表
）
で

は
、
男
女
共
に
多
く
の
人
が
「
仕
事

と
家
庭
生
活
・
地
域
活
動
を
両
立
す

る
こ
と
」
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
実

仕
事
と
家
庭
生
活
・
地
域

活
動
の
調
和
は
難
し
い
？

を
あ
げ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
時
間
が

使
え
る
こ
と
で
生
活
が
潤
う
と
い
う

好
循
環
を
生
み
出
す
、
生
活
と
仕
事

の
「
相
乗
効
果
」
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
の
「
働
く
こ
と
」
を

取
り
巻
く
環
境
は
、「
働
き
た
い
の

に
働
く
場
が
な
い
」「
仕
事
が
忙
し

す
ぎ
て
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

な
い
」「
仕
事
と
育
児
・
介
護
に
携

わ
る
こ
と
が
二
者
択
一
に
な
っ
て
い

る
」な
ど
、大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

や
り
が
い
や
充
実
感
を
得
な
が
ら

働
き
、
育
児
・
介
護
の
時
間
や
家
庭
、

地
域
活
動
、
自
己
啓
発
な
ど
自
分
の

時
間
を
持
て
る
生
活
を
実
現
す
る
た

め
、
今
こ
そ
「
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）」
の
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
な
の
？

際
は
仕
事
を
優
先
し
て
お
り
、
理
想

と
現
実
に
は
ま
だ
差
が
あ
り
ま
す
。

　

取
組
を
社
会
全
体
で
推
進
す
る
た

め
に
は
、
個
人
で
の
取
組
は
も
ち
ろ

ん
、会
社
や
職
場
ぐ
る
み
で
の
取
組
、

国
や
地
方
自
治
体
と
の
協
力
に
よ

り
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
し
っ
か
り
働
き
、
豊
か
に
暮
ら
せ

る
社
会
」
に
向
け
て
、
働
き
方
の
見

直
し
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
取
組
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

社
会
全
体
で
推
進
す
る
た

め
に


